
　
平
成
24
年
４
月
に
東
京
都
防
災
会
議
が
公

表
し
た
新
た
な
首
都
直
下
地
震
の
被
害
想
定

で
は
、
区
内
に
お
い
て
も
、
強
い
揺
れ
や
火

災
に
よ
っ
て
、
重
大
な
人
的
被
害
が
発
生
す

る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
東
京

湾
北
部
地
震
に
よ
る
被
害
想
定
で
は
、
死
者

が
３
３
２
人
、
避
難
者
が
約
９
万
４
０
０
０

人
、
避
難
生
活
者
が
約
６
万
１
０
０
０
人
、

帰
宅
困
難
者
数
が
約
７
万
８
０
０
０
人
発
生

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
区
民
の
く
ら
し
と
都
市
機
能
を
支

え
る
住
宅
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
に
も
大
き
な

被
害
が
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
、
建
築
物
の

全
壊
棟
数
は
約
２
５
０
０
棟
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
被
害
と
し
て
は
、断
水
率
約
40
％
、停
電
率

約
26
％
な
ど
の
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
区
内
の
地
域
危
険
度
を
見
る
と
、

原
町
１
丁
目
が
ラ
ン
ク
５
で
最
も
高
く
、
隣

接
す
る
目
黒
本
町
５
丁
目
と
原
町
２
丁
目
が

ラ
ン
ク
４
と
な
っ
て
お
り
、
南
部
地
区
に
危

険
な
地
域
が
偏
在
し
て
い
ま
す
。
東
京
消
防

庁
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
木
造
建
物
が
密
集
し
、

か
つ
道
路
狭
あ
い
な
ど
で
火
災
が
発
生
す
る

と
延
焼
危
険
度
が
高
く
、
活
動
障
害
の
多
い

地
域
、
い
わ
ゆ
る
消
防
活
動
困
難
区
域
が
区

内
に
33
か
所
あ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
地
域

総合防災訓練の様子。消火作業に懸命に取り組む

目
黒
区
に
お
け
る

防
災
対
策
の
現
状
と
課
題

第 8回
目黒区

災害に強い、安全・安心の地域づくりへ
〜防災・減災に向けて地域と取り組む目黒区の防災対策〜

目黒区では、平成25年度の重点課題のひとつとして
「災害に強い、安全・安心の地域づくりへの取組」を掲げています。

東日本大震災で得た教訓などを踏まえ、今後、防災関係行政機関などの公助の取組をはじめ、
区民・区内事業者による自助・共助の取組を推進し、

地域の防災力を強化していきます。
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医
療
情
報
や
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
記
入
し
た

も
の
を
、
誰
で
も
わ
か
る
よ
う
に
冷
蔵
庫
に

入
れ
て
お
く
「
防
災
・
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
」
も
併
せ
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
12
月
に
は
、
災
害
時
要
援
護

者
対
応
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、

行
政
機
関
等
の
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
対
応

力
を
高
め
る
と
同
時
に
、
地
域
に
お
け
る
災

害
時
要
援
護
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
、
全
国
で
も
実
施
し
て
い
る

自
治
体
は
少
な
い
取
組
で
す
。

　
訓
練
で
は
、区
や
消
防・警
察
と
い
っ
た
行

政
機
関
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
や
要
介
護

高
齢
者
を
支
援
す
る
福
祉
事
業
所
職
員
の
参

加
を
得
て
行
わ
れ
、
災
害
時
要
援
護
者
の
自

宅
か
ら
の
避
難
誘
導
、
車
椅
子
や
お
ん
ぶ
帯

防
災
対
策
の
３
つ
の
視
点

　
目
黒
区
で
想
定
さ
れ
る
被
害
を
低
減
さ
せ
、

区
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
た
め

「
①
自
助
・
共
助
・
公
助
を
束
ね
た
地
震
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
」「
②
区
民
の
命
を
守
る

危
機
管
理
の
体
制
づ
く
り
」「
③
被
災
者
の

生
活
を
支
え
、
早
期
に
再
建
す
る
仕
組
み
づ

く
り
」
│
│
こ
の
３
つ
の
視
点
の
も
と
、
消

防
や
警
察
等
の
防
災
関
係
行
政
機
関
、
地
域
、

区
民
と
連
携
し
、
防
災
対
策
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

避
難
生
活
者
用
備
蓄
食
糧
の
充
実

　
こ
れ
ま
で
区
で
は
、
備
蓄
食
糧
の
確
保
を
、

災
害
時
の
食
糧
と
飲
料
水
を
１
日
分
と
都
の

備
蓄
２
日
分
の
計
３
日
分
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
後
は
区
の
備
蓄
を
３
日
分
に
増
や
し
、

都
の
備
蓄
と
合
わ
せ
５
日
分
を
確
保
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
大
規
模
災
害
が
都
内
で
発
生
し

た
場
合
、
他
県
な
ど
か
ら
の
支
援
物
資
が
届

く
の
に
遅
れ
が
出
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
各
家
庭
で
も
最
低
３
日
分
、
で
き
れ
ば

５
日
分
を
目
標
に
備
蓄
の
お
願
い
を
行
っ
て

い
ま
す
。

民
間
施
設
の
活
用
な
ど
に
よ
る
避
難
所
の
拡
充

　
都
が
公
表
し
た
被
害
想
定
に
よ
る
と
、
目

黒
区
で
は
最
大
で
約
６
万
１
０
０
０
人
の
避

難
生
活
者
が
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
の
避
難
者

受
入
可
能
数
は
約
４
万
７
０
０
０
人
と
、
１

万
４
０
０
０
人
分
の
避
難
生
活
ス
ペ
ー
ス
が

依
然
と
し
て
不
足
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

一
定
以
上
の
規
模
を
有
す
る
民
間
施
設
と
の

災
害
時
援
助
協
定
を
進
め
、
避
難
所
の
拡
充

を
図
り
、
協
定
を
締
結
し
た
施
設
に
は
防
災

資
機
材
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
昨
年
度
、
東
急
ス
ポ
ー
ツ
シ
ス
テ
ム
株
式

会
社
及
び
宗
教
法
人
圓
融
寺
と
の
間
で
協
定

を
締
結
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
管
理
・
保
有
す
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ア
ト
リ
オ
ド
ゥ
ー
エ
碑

文
谷
」、「
圓
融
寺
示
真
殿
」「
円
融
寺
幼
稚

園
」
を
、
緊
急
時
に
避
難
所
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

災
害
時
要
援
護
者
対
策
の
推
進

　
平
成
16
年
７
月
の
新
潟
・
福
井
・
福
島
に

お
け
る
豪
雨
災
害
、
平
成
23
年
３
月
の
東
日

本
大
震
災
な
ど
、
大
規
模
な
風
水
害
や
震
災

に
お
い
て
、
災
害
時
に
弱
い
立
場
に
置
か
れ

る
障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
「
災
害
時
要
援

護
者
」
に
対
す
る
支
援
対
策
が
大
き
な
課
題

と
し
て
改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
要
援
護
者
対
策
は
、「
避
難
行
動

支
援
」「
避
難
所
運
営
」「
医
療
救
護
」「
帰

宅
困
難
者
対
策
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

防
災
対
策
に
関
係
し
ま
す
。

　
区
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
自

身
が
身
体
状
況
や
障
害
特
性
に
応
じ

た
防
災
知
識
を
身
に
つ
け
、
い
ざ
と

い
う
時
に
適
切
に
行
動
で
き
る
よ
う

「
要
援
護
者
向
け
防
災
行
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
作
成
し
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
・
救
命
時
に
備
え
、

の
防
災
力
を
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
両
面
で
高

め
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
黒
区
に

お
け
る
防
災
対
策

主な取組として、区民一人ひとりによる自助、防災区民組織
や避難所運営協議会等による共助の推進、木造住宅密集地域
における対策促進、道路等の都市基盤の防災性向上

自助・共助・公助を束ねた地震に強いまちづくり視
点
１

主な取組として、防災関係行政機関等との連携による区の危
機管理体制の強化、情報通信手段の確保、医療救護所の設置
など医療機能の確実な確保、帰宅困難者対策の推進

区民の命を守る危機管理の体制づくり視
点
２

主な取組として、避難場所の整備・拡充や避難所の安全性の
向上など、避難者対策の推進、安定的な物資の供給など物
流・備蓄・輸送対策、被災者の生活再建の早期化

被災者の生活を支え、早期に再建する仕組みづくり視
点
３

目黒区防災対策の取組の概要
平成25年度における

東急スポーツシステ
ム株式会社との災害
時援助協定締結

圓融寺との災害時援
助協定締結

墨
田
区

中
野
区

品
川
区

文
京
区

千
代
田
区

江
東
区

杉
並
区

目
黒
区

台
東
区

中
央
区

足
立
区

豊
島
区
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の
使
用
な
ど
、
災
害
時
を
想
定
し
た
発
災
対

応
型
の
訓
練
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
区
民
か
ら
は
「
要
援
護
者
支
援

の
大
変
さ
を
実
感
し
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
こ

れ
だ
け
多
く
の
支
援
が
必
要
な
人
た
ち
が
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」「
こ
の
よ
う
な
訓
練

を
行
う
こ
と
自
体
に
意
義
が
あ
る
の
で
、
継

続
し
て
実
施
し
て
、
今
後
に
活
か
し
て
い
く

べ
き
」
と
評
価
す
る
声
が
あ
っ
た
一
方
で
、

「
災
害
が
日
中
に
発
生
し
た
場
合
、
地
域
に

は
高
齢
者
し
か
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
避

難
支
援
を
し
た
い
が
自
分
自
身
が
避
難
す
る

の
に
精
一
杯
だ
と
思
う
」
と
い
っ
た
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
区
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
通

じ
て
、
災
害
時
要
援
護
者
に
対
す
る
地
域
で

の
理
解
を
深
め
て
い
く
取
組
を
進
め
、
地
域

と
一
体
と
な
っ
た
避
難
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

帰
宅
困
難
者
対
策
の
推
進

　
い
ざ
、
首
都
直
下
地
震
の
よ
う
な
大
規
模

な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
区
内
に
は
、
区

民
の
被
災
者
と
帰
宅
困
難
者
が
同
時
に
多
数

発
生
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
被
災
者
対
策

と
あ
わ
せ
て
帰
宅
困
難
者
支
援
に
つ
い
て
も

対
策
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
駅
周
辺
事
業
者
や
団
体
が
主
体

と
な
り
、
自
主
的
に
駅
前
な
ど
で
混
乱
防
止

策
を
講
じ
て
い
く
組
織
と
し
て
帰
宅
困
難
者

対
策
協
議
会
の
設
置
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
今
年
の
５
月
16
日
に
は
、
目
黒
駅
周
辺
の

目
黒
区
・
品
川
区
の
事
業
者
、
商
店
街
、
学

校
の
代
表
者
な
ど
が
主
体
と
な
り
運
営
に
あ

た
る
「
目
黒
駅
周
辺
帰
宅
困
難
者
対
策
協
議

会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、

目
黒
区
と
品
川
区
が
連
携
し
た
都
内
初
の
複

数
自
治
体
に
よ
る
協
議
会
で
す
。

　
協
議
会
で
は
、
帰
宅
困
難
者
が
多
数
発
生

し
た
場
合
に
お
け
る
駅
周
辺
で
の
避
難
行
動

の
ル
ー
ル
策
定
と
、
こ
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い

た
訓
練
を
実
施
し
、
駅
周
辺
の
安
全
の
確
保

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
区
で
は
、
区
民
だ
け
で
な
く
、
目
黒
区
を

訪
れ
た
す
べ
て
の
人
に
安
全
と
安
心
を
提
供

す
る
、
帰
宅
困
難
者
対
策
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

総
合
防
災
教
育
の
推
進

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
改
め
て
防

災
教
育
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
防
災
教

育
に
関
す
る
社
会
の
意
識
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
区
や
消
防
・
警

察
等
の
防
災
関
係
行
政
機
関
は
、
幅
広
い
年

代
を
対
象
に
継
続
性
の
あ
る
総
合
的
な
防
災

教
育
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
防
災
教
育
の
推
進
は
、
区
や
関
係

機
関
だ
け
で
は
困
難
な
こ
と
か
ら
、
目
黒
区

内
に
お
い
て
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
る
人
々
の
防
災
に
関
す
る
知
識

と
技
能
を
高
め
る
こ
と
で
、
地
域
か
ら
防
災

教
育
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
今
年
の
６
月
22
日
に
は
、
都
市
減
災
工
学

の
専
門
家
と
し
て
有
名
な
東
京
大
学
大
学
院

教
授
目め

黒ぐ
ろ

公き
み

郎ろ
う

先
生
を
お
招
き
し
、「
地
域

防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
対
象
は
、
町
会
の
防
災
担
当
役
員
や
消
防

団
員
な
ど
目
黒
区
内
に
お
い
て
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
で
、

目
黒
先
生
が
考
案
し
た
防
災
教
育
メ
ソ
ッ
ド

で
あ
る
「
目め

黒ぐ
ろ

巻ま
き

」
を
中
心
と
し
た
研
修
会

を
、
地
域
の
防
災
防
犯
活
動
を
支
援
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
協
同
で
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

今年５月に発足した目黒駅周辺帰宅困難者対策協議会 ●要援護者向け防災行動マニュアル ●防災・救急医療情報キット

「要援護者向け防災行動マニュアル」（A ４判28ページ）は、要援護者や家族などの援護者が、日頃
から備えておくことや心構え、災害が発生したときの行動のポイントなどを具体的にまとめて
いる。また別冊として防災手帳（Ａ６判８ページ）とヘルプカード（別冊）（免許証サイズ４ペー
ジ・東京都標準様式）も入っている。視覚障がい者向けには、音声版（デイジー版）も用意している

援護が必要な人を把
握し避難に対応する

災害時要援護者対応
訓練では座学も受け
知識を身につける
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目
黒
区
で
は
、
こ
の
よ
う
な
研
修
会
を
、

区
内
の
他
の
大
学
や
研
究
機
関
等
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
区
内
の
各
地
域
に
お
い
て

自
主
的
な
防
災
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
さ
ら

に
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

設
備
、
資
機
材
等
の
整
備

　
現
在
、
区
の
災
害
対
策
本
部
機
能
は
、
総

合
庁
舎
か
ら
約
1
・
5
㎞
離
れ
て
い
る
目
黒

策
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
３
月
に
改
定
し
た
「
目

黒
区
耐
震
改
修
促
進
計
画
」で
は
、平
成
24
年

度
か
ら
平
成
32
年
度
の
間
に
、
区
内
の
住
宅

及
び
民
間
特
定
建
築
物
の
耐
震
化
率
の
目
標

を
、
平
成
27
年
の
90
％
か
ら
、
平
成
32
年
に

は
95
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
で
は
、
不
燃
化
対
策
と
し
て
都
が
進

め
る
「
木
密
地
域
不
燃
化
10
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
の
連
携
や
「
東
京
に
お
け
る
緊
急
輸

送
道
路
沿
道
建
築
物
の
耐
震
化
を
推
進
す
る

条
例
」
に
基
づ
く
耐
震
化
の
推
進
、
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
に
よ
る
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
化
促
進
な
ど
施
策
や
対

区
防
災
セ
ン
タ
ー
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
部
機
能
を
、
今
年
度
中
に
総
合
庁
舎

に
も
整
備
し
２
か
所
体
制
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

被
害
状
況
に
応
じ
た
迅
速
な
応
急
体
制
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。

　
避
難
所
と
な
る
区
立
小
中
学
校
の
体
育
館

等
で
は
、
す
で
に
耐
震
性
を
確
保
し
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
、
発
災
時
の
児
童
・
生
徒
の

安
全
と
避
難
所
と
し
て
の
安
全
性
を
さ
ら
に

高
め
る
た
め
、
非
構
造
部
材
の
落
下
防
止
の

た
め
の
防
護
シ
ー
ト
を
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
目
黒
区
社
会
福
祉
協

議
会
に
、
災
害
時
活
動
に
必
要
な
資
機
材
を

配
備
し
、
迅
速
な
受
入
体
制
の
確
立
と
効
率

的
な
復
興
活
動
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

併
せ
て
、区
内
30
か
所
の
薬
局
に
医
薬
品
を

備
蓄
し
、
災
害
時
に
は
医
療
救
護
所
に
医
薬

品
を
迅
速
に
搬
送
す
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

今
後
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
・
対
策

　
こ
の
よ
う
に
、
区
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
防
災

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
、
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
・
対
策
が

あ
り
ま
す
。

　
目
黒
本
町
地
区
、
原
町
地
区
な
ど
木
造
住

宅
が
密
集
し
、
か
つ
公
園
等
の
公
共
施
設
が

不
足
し
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
今
後
こ

う
し
た
地
域
危
険
度
が
高
い
地
域
を
不
燃
化

　
最
近
で
は
「
防
災
」
と
い
う
言
葉
よ
り
も
、

災
害
に
よ
る
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
「
減

災
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

目
黒
区
で
は
、
被
害
を
減
ら
す
「
減
災
」

を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
る
「
備
災
」、

地
域
住
民
と
と
も
に
災
害
を
迎
え
撃
つ
「
迎

災
」
と
い
う
こ
と
も
意
識
し
、「
災
害
に
強

い
ま
ち
﹃
め
ぐ
ろ
﹄」
の
実
現
に
向
け
、
着

実
に
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

目黒公郎先生の講演が行
われた、地域防災リーダ
ー研修会

グループワーク
も行い、「目黒
巻」を覚えてい
く

目黒区の防災マップ。さまざまな施策や取組で災害に強いまち「めぐろ」の実
現が進んでいる

「目黒巻」とは、目黒先生が考案した、大
地震等の災害から「どうすれば自分や家族
の生命と財産を守れるか」を主眼に、災害
時の状況を自分自身の問題として的確にイ
メージする力『災害イマジネーション』を
高めることができる教育メソッドで、比較
的短時間で気軽に使っていただくことが可
能な防災教育ツール。
　災害発生から時間経過の中で自分の周辺
で起こる災害状況を具体的にイメージする
ことで、時系列に沿った行動計画を立てる
ことができる。

目黒巻とは

今
後
の
展
望

墨
田
区

中
野
区

品
川
区

文
京
区

千
代
田
区

江
東
区

杉
並
区

目
黒
区

台
東
区

中
央
区

足
立
区

豊
島
区
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